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一
一
人
は
彼
が
庭
で
堆
肥
を
つ
く
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
以
上
の
こ 

と
は
'要
求
し
な
い
と
い
う
条
件
を
付
し
て
で
あ
っ
た
。

サ
ヴ
ィ
-
ヶ
は
後
退

.

 

し
、
二
人
が
ヴ
ァ
ラ
ン
ヌ
の
土
地
に
火
き
な
力
を
振
う
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ

■
.

.

た
。

.

,

.

 

.

- •
-

 

:

T

1A

は
こ
の
仕
康
で
相
当
.

の
儲
け
：を
攀
げ
る
-,

と
が
で
き
：た

::
:0存
分
に
手
腕
：
 

を
振
い
':
'

:

従
っ
て
思
い
.

残
す
こ
.

と
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
：た
？
そ
ん
な
{#

に
マ
1ブ 

:

ン.
夫
人
が
釈
放
さ
れ
た
。
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七
九
.

五
年
に
夫
人
は
釈
放
さ
れ
た
。
彼
女
は
ニ
人
に
対
し
即
刻
に
財
産
を 

返
却
す
る
よ
5
要
求
し
た
。
一
一
人
は
！
^

に
こ
れ
に
応
じ
て
く
れ
た
。
十
分
な 

刺
を
得
て
い
た
の
で
こ
の
ニ
人
は
別
に
未
錬
を
感
じ
な
が

.

っ
：た
0
 

二
人
は
夫
人- 

の
出
所
で
仕•

を
続
け
る
こ
と
を
断
念
し
た
。

こ
の
_

ま
で
.

に
没
収
財
産
.の
賃
貸
借
の
形
式
は
変
っ
て
い
た
。
賃
貸
料
は 

現
物
と
い
う
こ
と
に
.な
っ
た
。
マ
ラ

.

ン
.家
の
メ
テ
リ
に
つ
い
て
は
穀
物
で
一
、
 

〇
八
〇ボ
ヮ
ソ
ー
と
規
定
さ
れ
て.

い
た
。
黒
麦
三
、
小
麦
一
の
割
合
で
安
払 

う
。
ほ
か
に
乾
草
五
、
〇
〇0
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
方
式
は
無
ー
文
の
マ
ラ 

ン
夫
人
に
は̂

じ
易
い
も
の
で
あ
マ
た
。
現
物
で
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
何
よ 

り
も
魅
力
で
あ
っ
た
。
加
え
て
そ
う
重
い
負
担
と
も
思
え
な
が

- ?

た
。
彼
女
は 

す
ぐ
に
で
も
契
約
し
よ
う
か
と
考
え
た
。

.

.

実
際
に
彼
女
は
そ
の'

気
に
な
っ
た
。
そ
し
て
屋
敷
を
検
分
に
出
掛
け
た
。
か
， 

つ
て
彼
女
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
。
：
屋
敷
は
彼
女
の
留
守
中
に
荒
廃
し
て
し
ま

-

-

■

<
<(

((

一一
 

三
：八.

)

，: :.

.

っ
て
い
た
。
壁
は
落
ち
、
屋
根
は
破
れ
て
跡
形
も
な
か
っ
た
。
彼
女
は
サ
ヴ
ィ

.

 

-

1:
ャ
に
修
理
を
続
け
さ
せ
上
う
か
と
思
っ
た
。

.

 

.

i

巡
1

て
彼
女
は
_

け
て
も
見
込
み
の
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
彼
女
は 

久
乳
を
断
念
し
た
ザ
重
要
な
こ
と
は
.
そ
れ
が
自
由
意
志
^

発
し
：た
と
い
？
こ
と 

.

で
あ
る

.,
°

、̂
办
し
も
1 >

彼
女
に
労
働
女
厭
う
気
持
が
な
く
、
金
銭
が
あ
れ
ば
、：

入
札
し
た.

か
も
知
れ
な
か
；
.

っ
た.

。：一.

'

,

.•+. 

.

.

.

.

 

.....

 

: <

.

,

四

；

.

.

■

:

.

最
後
に
。
サ
ヴ.

ィ
-

一
ャ
は
ど
う
な
っ
た.

か
。

一
八
〇
ニ
年
に
彼
は
エ
キ
ュ
で 

宿
屋
を
経
営
し
て
：：
^

る
'

, 0
こ
の
宿
屋.

は
以
前
に
ク
-1
/
ル
テ
が
経
営
し
て
い
た
も 

の
で
私
っ'

た
。
叔
父
と
ニ
人
で
マ
ラ
ン
夫
人
の
財
産
を
引
受
け
た
ク
レ
ル
テ
で 

あ
る
。.

彼
は
こ
れ
を
借
り
て.

い
た
。.

し
か
し.

サ
ヴ
ゝ
ィ
ニ
ャ
は
そ
れ
を
^

3e
ヵ
ル 

P

か
ら
1- ;
''
'
-

五
〇
〇
ス
ラ
ン
で
貿
收
っ
て
い
た0'

.

-,

こ
れ
ほ
ど
の
大
金, ^
.

サ
ヴ
ィ-

I

-V
-

は
ど
こ
か
ら
得
た
が
。
他
か
ら
借
り
た
記 

録
は
な
い
。
し
か
し
彼
の
本
業
の
野
菜
作
り
で
儲
げ
た
と
は
思
え
な
い
。
.と
す 

れ
ば
賃
貸
借
に
関
係
し
た
と
.

い
う
.こ
.

と
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
.そ
れ
に
関
係
し
て 

い
た
と
い.

う
こ
と
で
損
ば
し
て•

い
な
い
。.

そ
の
辺
'

の
と
こ
ろ
に
彼
の
±
纟
の
出 

所
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
？

.

彼
は
宿
屋
の
仕
事
で
大
し
て
儲
け
な
か
づ
た
。.
一
八
〇
六
申
に
は
死
ん
で
い 

る
。
未
亡
人
が
夫
の
跡
を
；

^

け
た
。
彼
女
は
ど
ち
ら.

か
と
い
，え
ば
儲
け
た
ょ 

う
で
あ
る
。
息
子
も
ま
た
父
の
仕
事
を
継
い
だ
。
彼
に
.つ
い
て
は
一
八
四
九
年 

に
記
録
が
あ
る。
. '
'

田
中
惣
五
郎
著

..

『

日

本

フ

_
ァ

シ

ズ

ム

史

』

.

白

-

,

井
,

.
 

'厚

敗
戦
に
よ.

っ
て「

天
皇
制
と
フ7
シ
：ズ'

ム
は
，や
せ
お
と
ろ
え
て#

く」
〈

本 

書
主 

一一''
,

一
 

5

か
に
.見̂*

た
：に
も
か
か
わ
ら
ず
、
へ
戦
後
一
五
年
を
経
て
、

■

天
皇
：
 

制
は
新
し
い
粧
い
を
も
っ
て
進
出
し
、
.

フ
ァ
ダ
ズ
：ム.
.は
浅
沼
•
嶋
中
事
件
と
し 

て
、
，再
び
そ
の
醜
い
刃
を
露
骨
に
現
わ
し
た
：。
：-
<
々
の

&

ば
：、
ム
も
す
れ
ば
行 

1 /

右
興
の
テ
ロ
に0
•み
集
ま
り
が
ぢ
で
あ
る
け
れ
ど
も
: >

実
は
：そ
0
®

^

 

は
、
そ
の
：四
倍
に
達
す
る
ど
：い
わ
れ
る
囊
右
翼
、

.

こ
.

れ
ら
ど
'

結
ぶ
警
察
権” 

力
、：_

觉

勢

力

、

：あ

ら

ゆ

る

機

会

を

利

用

し

て

国

民

の

権

力

を

狭

：め
よ
'ぅ
と 

躍
起
と
な
っ
，

V

い
る
国
家
権
力
自
体
の
ブ
ァ
シ
ズ
ム
.

化
が
あ
ヴ
、̂

保
^
制
と 

共
；に̂
^

さ
れ
る
軍
備
の
增
大.

が
あ
る
_
0
 

か
つ
：で.

テ
.

：
ロ
の
激
発
に

.

「

と
：も

な

ぅ

粛

■ 

軍
を
，
口
実
と
し
て
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
エ
ネ
7
ル
：：ギ
：丨

を

踏

み

台

に

±

か
ら
.の

軍

国

主
義
：̂

が
#
^
さ
れ
、：

一

一!

晶
弾
圧
か
ら
帝
国
主
義
戦#

へ
：と
進
ん
®

の
記 

憶
は
ま
だ
あ
ま
り.に
も
生
々
じ
い
：：
0
:と
の
^
#
な
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い'た
め
：
 

ね
は
、
わ
れ
わ
れ
は
過
表
の
病
根
に
対
す
る
麗
的
な
分
析
か
ら
出
発
：せ
ね
ば 

な
ら
な
い
;:
0
長
年
日
本
フ
:7
シ
ズ
<
史
の
、研
究
ぬ
従
事
ぎ
：れ
广

「

北
.ー..輝」

な

：
 

ど
独
自
の
研
绝
を
進
め
ら
れ
て
き
た|0
中
惣
五
郎
氏
が
、.「

か
く
あ
り
き
、

と 

.書

:

評

:'
.

.
V 

:
,
L-:
:

■•
.
.

い
う
こ
'

と
へ
の
反
省
と
な
ら
ん
で
、
ふ
た
た
び
か
く
あ
る
こ
と
べ
の
苗
戒
の
た 

め
に」

.C

は
し
が
き
^

本
®

I

f

 

I
I

か

れ

た

：
の

ば
、

：:'
,

ま
こ
と
に
時
宣
に
.適
し
た
こ 

と
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
矹
$
を 

一_
層
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
以
下
に
こ
の
書 

に
つ
.

い
-K

い
く
つ
か
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
.0
.

.

.

.

.

.

. 

'
'
,

.

.

.
、
• 

V 

> 

.

先
ず
著
者
の
白
本
フ
ァ.
ジ
ズ
ム.

の
、
栽
本
的
な
骨
組
を
適
っ
て
み
よ
う
。

奮

に

よ

れ

ば
、

;:
'
'

■

.

■

「

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
ハ
資
本
主
義
社
会
が
ノ
没
落
の
賺
に
立
、
た
と
ぎ
こ 

こ
ろ
み
る
独
栽
の
ー'.
:
.つ
0
形
態
で
あ
る
0」

(

1
\ー
頁)

.:
'
\
.
;
- 

•

:.
「

も

し

帝

国

主

義
^:
、
ン

国

際

侵

略

に

重

点

を

祜

く

 ：(

国
際
侵
略
の
ば
ぁ
い
.に 

も
多
少
と
も
国
内
抑
！

£

も
と
%•
な
ラ
が
'

)

：
も
の
と
し
た
：ら
、
フ
ァ
シ
X
ム
は
国 

内
弾
压
プ
ラ
ス
国
際
侵
略
の
ー
1
重
行
為
を
併
行
的
に
お
：こ
な
う
も
の
で
あ
ろ 

う
。」

, .C  
四
頁)

' 

.

:

.'

'

そ

し

て「

日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は.

『

天
皇
制
フ
r
シ
ズ
ム

』

と
名
づ
け
ら 

れ
、

」

'「

日
本
の
天
皇
は
絶
対
主
義
プ
ラ
ズ
ァ
ル
ヲ
么
の
権
威
を
も
つ

」
「

ー
5
 

の
絶
対
主
義
王|_
:
:と
規
定
さ
れ
ー
る0
-

「

日
本
か
7 

こ
の
.歴
浹
へ
回 

帰
す
る
形
で
、:.
:
:う
じ
>
0む
き
に
展
開
し
た」

-
六
頁
义
：：；こ
の
夫
皇
制
絶
対
主
義 

の

麗

が「

軍
閥 

<
:のー
ち'の
軍
部〕

：
-と
官
僚
.-(

“の
ち
.のー
新官
で続
く

)」

. 

(

八
寊)

.：«

%
り
、
—1
ブ
：ル(

ジ
.'3
:ァ
ジ
丨
^
軍
部
を
祐
服
し
え
た
と
感
じ
た
段
階 

で
も
、-
天
白
歡
絶
対
主
義0,
醫

は

#
银
と
し
て
存
夜
し
つ
づ
げ
た

」

-0
す
な 

わ
ち

「

⑴
内
の
実
力
を
も
つ
：ー

-7
0

老
。
(2
)
天
皐
の
意
志
を
左
右
す
る
に
カ

'
八
九
'.
-
:

(

：三
三
九)



あ
る
ど
こ
ろ
の
内
大
！

n
l

府
。
@

帥
権
と
称
す
る
内
閣
ゆ
い
か
ん
と
も
し
が
た 

い

厌

皇

直

厲

の

運

権

を

も
0

箪
部
。
；必

重

要

政

策

钇

天

皇

0'

諮
詢
に
お
づ
：て 

答
え
，る
こ
と
で
、
内
閣
を
倒
し

A
T
\

る
枢
密
院
。
；
(5
)

国

民

と

絶

縁

し

た

^

^

を

も 

•/
;
:つ
貴
族
院9
:
:
;そ

の

他

が

政

治

篇

と

し

で

廳
:1
:

^」

ぺ
：：

(

：1
^

'ノ

霊

義

篇

を

思

想

化

し

倫

理

化

运

も_

:
軍

編

論

、
、
教W.
勅
語
で
ぁ

っ
て
、.「

日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、

こ
の
絶
対
主
義
的
機
構
と
、
、
と
く
に
こ
の 

.
:絶

塞

義

的

考

え

方
^
も
:1
.
.思
想
と
い
“
か
：
打
，
る
：
と

1>
.た
®

。
を
•手
^
:：か
：り 

.に
:>
.さ

：
ら.に
こ
れ
に
支
え
ら
れ
て
進
展
し
た
と
い
え
^」

0
.
.
^
の
方
法
は
、

し 

.
だ
：い
：に̂

0
す
る
形
態
を
ど
る
：-'
と
に
-よ
ら
て0
$

''
:こ
.；じ

_

的
な
見
方
ー
で 

ハ
は
ぁ
る
が
、

：

天

皇

は

醫

初

年
S

制

露

：f

セ
引
き
も
I

:
れ
-
政
治
機 

構

泛

し

で

は

ま

だ

あ

る

か

：な
し
が
：の
段
階
、

.す
な
わ
ち
明
治
：一
. 一
 

に
一
ふ
さ
わ
し
く
、P

的
ゆ
は
資
本
家
、
へ
地
主
は'
:

(
労
働
者
、
箱
民
^
.
軍
断 

纂
に
よ
る
助
成
期
の
明
治
初
年
か
ら
明
治
十
羡
：へ
：、

;'
'
,そ
し
：て
思
想
的
に
は
：
 

，簞
人
勅
論
的
、
^

^

語
的
な
も
の
の
発
生
し
た
時
期
に
ま
で
ひ
ぎ
も
ど
さ
れ 

た
と
：：い

？
て
も
、

そ
れ
ほ
ゼ
独
断
で
は
な
か
ろ
ぅ

」
c
t

1

5

0
:「

下
手
に
，ヒ 

ッ.
ト

ラ

丨
ま
：が
い
のt

一
 

溝

な

も

の
'が
出
現
す
れ
ば
銃
殺
さ
れ
て
、

よ
り
天 

皇
が
か
が
や
.く
し
、
な
ま
じ
い
に
ナ
チ
的
撒
機
が
模
倣
さ
れ
て
、
大
砠
員
罾
を 

な
.ど
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、

：

天
皇
制
機
構
の*

e

請
的
機
構
に
i

し
て
、
"
天
皇
制 

機
構
を
よ
り
強
固
に
す
る
結
果
，と
な
る
の
：で
あ
る
0
こ
こ
に
天白！！

制
フ
ァ
シ
X
, 

<

o独
自
性
が
存
在
す.る
1-
0
て
三
頁
>
。
\-
^

'
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
田
中
氏
は
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ

.ム
を
天
皇 

制
フ
ァ
シ
ズ
.ム
と
し
て
、：
絶
対
主
義
機
構.に
復
古
し
た
も
の
と
し
て
杷
猩
さ
れ'

_る
0
.も
ち
ろ
ん
'そ
0
ょ
3
'4
面
は
.日
本
型
フ
::
7
:
.
、ゾ
^
み
^

る
と
は
い
え
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
資
本
主
義
没
落
の
段
階
：に
お
け
る
独
裁
形
態
七 

ハ
す
飞
に
規
定
さ
れ
^

い

裎

べ

戦

前

擎

に

私

け

る

日

本

の

箪

国

主

義

が

、
.
，
フ
ァ 

シ
ズ
ム
で
あ
る
と
.す
れ
ば
、
絶
対
主
義
的
な
機
構
を
残
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
 

.
絶

対

主

義
>

は
明
ら
が
に
段
階
史
異
に
す
.る
'は
ず
で
：あ
る
し
、
明
治
初
年
ま
で 

'引
ぎ
も
^ ;
-

^

杉
^

ょ

ガ

呤

見

え

て
%'
'

そ;>
-
£

ぽ
国
家
独
击
資
本
主
義
の
新
し 

い
論
理
が
實
徹
す
る
ゆ
ず
で
あ
る
テ
氏
は
こ
の
把
階
の
相
違
を
ど
の
ょ
ぅ
に
考 

え
■て
い
る
.の
か
？

.

:

ノ

そ

と

セ

氏

の

：
フ
へ
ァ
シ
，
ズ
へ
ム

0;

段

階

論

を

図
^

^

し

て

み

る

と

、
.
次

の

ょ

ぅ

に 

な

る 
0.
.
.

'
フ
.
ァr

シ
：ズ
i

蛩

v (

昭
和
ニ
年
丨
五：

年〉

ニ
へ
ご

；

rf
l
中
'内
閣
.の
共
産
党
弾
圧
：が
中
国
へ
；の
侵
略
、
浜
ロ
内
閣
の
財
閥
に
ょ
る

r
.蕾

金

融

資

本
'の
_

化
。

:

.ゾ

リ
'

第
二
.期
.
X昭
和
.六
'

年
：一
riv.j.'

患

.

.
'
へ'
,
.

V
:

三
.月
事
変
、-'
-瀧
洲
事
変
、

：

十
月
f

、

五
'
' 一
五
.
-件
、

ニ
ニ j

寒
 

へ
、件
い
白
_

共
I

;.
'释

第
.二

期(

昭
和
：一'
,

I〕：

年

一r

五
一
年)

.

：

.

'
ハ

.

-

北
支
事
変
、
日
茶
事
変
、
国
家
総
動
員
法
、
大
政
翼
賛
会
、
日
独
伊
三

!1

•:
同

盥

0
.
':
.:
.

一

第
一
：

1.
一
期 

-

-
;

■
米
英
べ
の
宣
戦
布
告
、
：東
条
内
関
、
：敗
戦
。
',

■こ
.れ
は
丸
山
真
男
氏1C
..よ
る
畤
代
区
分(

大
车
八
年
丨
阳
和
五年
、

準
備
期
。

昭
和
六
年
丨
一
一
年
、
成
熟
期
。
昭
和

r

一
 

年
丄
ー
0
年
、
完
成
期

)

と
は
幾
ノ 

分
相
違
し
て
い
：て
、
本
書
は
こ
の
区
分
に
従
ャ
て
震
さ
れ
.て
'お
り
、「

そ
れ
ぞ 

れ
の
時
期
の
特
徴
は>

'

:
-:
:

.

,
 

.

.第

■

非
フ
ァ
シ
ズ
.
.ム
的
な
—1
人
間」

の
排
除
に
終
始0

::
:

'

第

二

期

主

と

し

て

證

的

、
機
構
的
な
フ
ァ
シ
ズ
■ム
化
。

.

‘第
三
期
人
間

,•
法
規
の
す
べ
て
を
濫
用
し
て
、あぐなきファシ
 

ズ
ム
政
策
を
行}

。-:

と
説
明
さ
れ
て
い
る(

一
四
頁)

。
第
一
期
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
の.時
代
で
.あ
る
“
の 

は
明
ら
.か
で
あ
る
け
れ
ど̂

、.
人
間
と
機
構
，と
を
こ
の
よ
ぅ
に
は.つ
ぎ
り
時
代
，
 

に
ょ
つ
..て
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
ぅ
か
、
例
え
ば
第
一
期
に
お
い
て
も

、

. 

重

要

産

議

制

法(

六
年)

、
米
穀
統
制
法
、.日
本
製
鉄
会
社
法(

八
年)

、
司
法
：

，
 

省
に
思
想
検
事
を
設
置
、.文
部
省
学
生
部
を
思
想
局
に.再
組
織
.

(

九
年)

、
北 

満
金
鉱
会
社
設
立
、

日

霞

済

共

同

委

員

会

設
立

(

ー
0
年)

、'軍
部
大
臣
現 

役
制
復
活
、
不
穏
文
書

&

時
取
締
法
、V
思
想
犯
保
護
観
察
法
、
言

論•
出

版
. 

I

 

•結
社
|

時

取

締

濃

定

、

：

米
穀
自
治
管
理
法
、

重
要
肥
斜
業
統
制.

法
涔
自
動
車
製
造
業
法
等
の
公
布

(

一
-*
年〉

だ
^
の

"籠

的

、
機
構
的
な 

フ
ァ
シ
X
A-
化
"
が
着
々
と
進
み
、

：

逆
杧
第
マ
ー
期
に̂

い
て
、
_

原
事
件
、

-
_ 

人
民
戦
線
事
件
：

(

r
一
年)

、.
.：第
-:
次

人

驗

線

窜

件

、
：■河

合

奮

、
：
唯

研

事

.
， 

作

(

一
三
年)

、

津
ra
#
術

C

五
.年〕

。
そ
の
他
.〃
非
フ
ァ
シ
：ズ
ム
的
な

「

人 

間」

;̂
排
除
々
が
激
しv

行
わ
れ
た
,0
区
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ

1
長
1:

短
が
：あ
る
" 

ど
は
い
.え
、
':
丸
|-
1
1聚
の
運
跡
0
祖
い
手
に
お
る
説
明
の
方
が
、
ょ
ヴ
本
質
的
に
：
. 

思
わ
れ
る
。

,;
: 

.
;
:
.
フ
.

'

-

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
め
よ
う
な
段
階
を
経
て
、
：氏
に
よ
れ
ば
."な

し

く

ず

し 

.的
"
.に
.フ
.'7
-
ツ
ズ
：ム
，に
推
移
し
て
い
：プ
た0「
こ
の
な
し
く
ず
し
的
フ
ナ
シ
ズ. 

ム
は
ぺ
天
皇
制
絶
対
主
義
が
、
：
明

治

四

年

(

一
八
七
_.
0

か
ら
昭
和
一一

十
年 

(

一
九
四
it
.

)

へ
ま
で
.の
間
に
、.
な
し
<-
'
ず
し
に
消
滅
し
た
の>1
-
い
さ
さ
が
相
似 

た
る
推
移
で
あ?>
:
と
い
.え
：よ
う
か
。

」

.(

一：四
頁)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

夫

皇

麗

対

主

義
s

f
が
ら
敗
戦
ま
で
の
：間
に"
な
し
く
ず
し
"
に
消
滅
し
、''
' 

そ
の
逆
に
：フ
ァ
シ
ズ
太
の
方
は$

し
て
東
_

関
：に
至
っ
て
完
成
し
た
と
い 

う
こ
.と
に
な
る
。
こ
れ
は
絶
対
主
義
か
ら
フ
：ァ
シ
ズ
：：ム

.へ
め
日
本
的
移
行
形
態\ 

.

に
.つ
い
：て
の.
.一
見
識
'で
あ
ろ
う0,
、だ
，が
こ
れ
は
、：
絶
対
主
義
的
な
も
の
に
復
古 

ず
る
形
態
.を
と
っ
て
う
し
ろ
向
き
に'フ
ァ
シ
ズ
ム
が
展
開
さ
.れ
たと
い
う先
の 

説
明
と
.衝
突
す
る
.こ
と
：に
な
る
。

一
方
か
ら
云
え
ば
、
：東

含

閣

に
：お
い
て
天 

皇
制
絶
対
主
義
は
消
滅
し
で
お
り
、
他
方
.か
ら
云
ぇ
ば
、
政
治i

も
思
想
も 

資
本
家
も
明
治
初
年0
専
制
段
階
.に
ま
で
引
き
も
ど
さ
れ
た
。.こ
れ
：は
論
理
の 

混
乱
で
あ
ろ
う
か
。
'そ
れ
と
も
こ
のよ
う.

な
矛
®

を
も
っ
て
表

現

しな
け
れ
ば 

な
ら
な
い
：ほ
ど
、.日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
：は̂

^
怪
奇
と
い
う
べ
き
か
？.

'

，
三
.
へ

'■

次
に
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
担
い
手
に
づ
い
て
考
察
し
よ
う
。

V

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
本
質
的
に
は
資
本
家
の
赤
裸
々
な
独
裁
形
態
：で
あ
る
が

'

へ
日
本
で
.，は
特
に
こ
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
：は
軍
人
で
あ
る
。
こ
：れ

.

に
つ
い
て
ゆ(

先
ず
.「

こ
の
政
商
的
廣
本
家
と
、
寄
生
地
主
の
助
成
を
こ
こ
ろ 

.
み
た
：天

皇

主

義

政

府

は

、
い
そ
の
た
め
に
、
絶
対
主
義
の
根
幹
で
あ
る
軍



0
:
(

の.
.ち

O '

軍
®

:

と

纂

；

(

の
ぢ
の
新
官
僚
^

ま
で
づ
づ
く
ソ
ー
を

-—
-

つ
の
階
' 

級
の
ご
と
く
に
宠
着
さ
せ
た
。1-
.

と
い
う
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り 

軍
間
，へ 1

の
本
質
は
- 1

封
建
制
を
維
持
し
- ^

う

と

し

な

が

ら

も

資

本

、王

義

発

'
、
 

展
を
こ
'

い
ね
が
う
，と
.

い
う
ニ
滴
ひ
立
場
を
.も
2:(

八
頁)

と
と
セ
あ
り
、「

こ 

れ
.
に
助
^ -

さ
れ
な
.

が
ら
資
本
主
義
的
発
展
を
と
'

こ
.
ろ
.

み
よ
う
と
す
る
.資
本
家 

:

,(

地
主
も)

と
の̂

f
:

で
、：
日
本
の
渠
主
義
は
発
展
L

て
い
っ
た
。
：時
に
は
.' 

ニ
つ
の̂

級
の
ご
.
と
く
、'
:

と
き
に
.

は
一
つ
の
階
級
の
ご
と
く
に
ふ
る
ま
い
な
が. 

ら
し(

九
頁)

、
と
い
う
こ
と
に
が
る
。
だ
が
も
ち
ろ
ハ
ん
'
 

軍

閥

バ

裏

は

独

立

. 

し
へ
た
階
級
で
は
な
く
、

^

じ
め
が」

ら
既
知
数
と
し
て
扱
う

--
と
は
で
.
き

な

：
い
：
？
 

ど
の
階
紙
の
ど
の
よ
う
な
分
子
で
あ
る
，か
を
先
ず
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
一

と
フ
T

シズムの
段
階
に
入
？
で
か
ら.は
、「

第

一、次
大
馨
の
軍
閥
は
、■す
' 

で
に
近
代
的
な
軍
部
と
し
で
：若
干
変
質
し
.は
じ
め
た
，の
で
は
な
い
か

」
(11

七 

頁)

、「

封
建
的
な
軍
間
の
半
封
建
的
軍
部
化J

S
八
頁)
と
い
う
よ
う
に
、
.

■ 

軍
閥
と
軍
部
が
巧
み
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
'に
注
意
。

つまり軍
閥
は 

絶
対
主
義
に
つ
な
が
り
、
軍
部
と
い
う
場
合
に
は
近
代
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な 

性
格
を
示
す
。

だ

か

ら「

青
年
将
校
と
は
、
そ.の
®

を
天
皇
の
軍
隊
と
し 

て
、
天
皇
に
忠
節
を
つ
く
す
を
本
分
と
す
る
身
分
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
半 

身
を
国
民
の
軍
隊
と
し
て
、
資
本
主
義
の
発
展
を
こ
い
ね
が
う
立
場
に
立
つ
と

：

. 

こ
ろ
の
過
渡
的
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
は
し
な
い
か

」

：(

一
一
八
頁)

と
考
え
ら
. 

れ
て
い
る
？.

「

天
皇
の
軍
隊
と
し
て
ぼ
、：
階
級
対
立
と
政
党
の
分
立
を
統
一

.し
、
，
 

国
民
の
竿
隊
と
し
て
は
、
、
国
民
と}

f

を
と
つ
て
、
海
外
発
展
に
よ
る
日
本
資
本

,
主
義
の
隆
昌
.を

目

ざ
::
1
.た
の
_で
あ
>
<
?デ
こ
の
時
、''
:'中
国
に
お
け
る
軍
肇
命
に 

、
参
加
し
た
経
験
を
持
つ
フ
ヶ
シ
允
卜
の
首
棠
一
輝
が
、
す
で
に
、み
た
ご
と
き 

『

日
本
国
家
改
造
法
案

』
X:

日
本
改
造
法
案
大
辋
？|
白
井) 

'を
が
ざ
し
て
、
青 

?
塞

校

ど

提

携

し

、
：指
導
し
よ
う
と
：は
か
:-
?
弋
い
た
の
で
あ
る0 

Cれ
が
日
本 

.の
フ
ァ
シ
、

K

A
の
出
発
点
で
あ
？
た
と
い
え
る0

」

.(

ニ
九
頁〕

0

こ
こ
で
は
、

:
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジー

と
国
民
が
等
置
さ
れ
、
青
年
将
校
丨
北
ー
輝
の
㈱
は
、
海
外 

市
場
獲
得
に
よ
る
日
本
資
本
.主
義
の
隆
昌
を
目
標
と
し
た
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ァ 

性
に
よ
っ
て
主
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
'

\

'

4
 

.た
、ガ
、
：
北
思
想
の
コ
ー
ス.'は
、.

T

上
.̂

抑
え
下
を
引
き
上'け
る
中
間
層
中
心」

- 

(

ー
七
頁
> 
の
ネ
の
で
あ
っ
た
。
軍
部
の
中
に
お
い
て
も
、
上
層
は
政
党
と
妥 

協
し
、：％

年
将
校
は
：中
間
層
的.

(

五
〇
直)

ノ
で
あ
っ
た
。

一
夕
会f
f
i年
将 

校)

、
桜会

：：：(

陸
大
的
特
榷
的
立
：場

)

、
小
桜
身
.(

尉
官
級)

な
ど
を
通
じ
て
、

—]
軍
部
■は
、.上
：へ
，行
く
ほ
ど
国
内
変
革
よ
り
国
際
侵
略
を
主
眼
し
、
最
上
曽
部 

.は
戦
争
一
本
で
満
足
ず
る

」
(

六
三
頁〉

'
し
、
一
統
制
派
は
国
際
侵
略
を
、

皇
道 

派
は
.、
天
皇
帰
'

I:

を
さ
け
ん
：で
国
内
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
説
明 

さ

れ

るC 

一
0
1一

f

頁)

。
70

来

が
—1
中
間
層
は
、

階
級
的
刺
激
が
す
く
な
い
た 

:

め
に
.、
忠
孝
的
、
国
権
的
：、
排
外
的
な
考
え
方
か
ら
容
易
：に
脱
出
し
え
な
い
。
を 

:の
点
、
.
資
本
に
国
境
な
し
と
す
る$

家
は
、
，
よ
り
国
際
的
で
あ
っ
た
と
い
え 

る
。
各
国
の
フ
ァ
ツ
ス
ト
、
と
く
に
.白
本
の
フ
ァ
シ
.ス
ト
が
中
間
層
を
出
発
点 

.と
し
、

フ
ァ
シ
；ズ
'ム
段
階
を
通
じ
て
、
：も
っ
と
も
活
躍
の
中
心
と
な
り
え
た
の 

は
、
こ
の
考
免
方
に
'固
着
し
て
、
迷
い
なき
生
き
方
を
し
た
た
め
で
あ
ろ
う

」 

(

一.It

頁
：

〕

。
す
る
と
'こ
：こ
：で
は
、':
フ
T
シ
ズ
ム
蓮
動
の
担
い
手
は
中
間
層
と
い

'う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ご
箪
部
フ
ァ
シ

ストの立
上
り
の

スロ. 

I
ガ
ン
. 

■
は
、
一

R

老

(

当
時
は
す
.で
に
ブ
.ル
ジ
ョ
ア
化
し
て
い
た
；
}
.重
臣
'-
財
閥
、
政
. 

党
、
さ
ら
に
-:「

軍
閥」

C

プ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
た
軍
人
の
意)

と
い
う
.「

主
と
し
て
' 

ブ
ル
ジ
®
ア
的
な
も
の
を
正
面
の
敵
と
し
た」

&

五
頁)

こ
と
が
う
な
ザ
け.' 

ょ
5
。
こ
と
で
は
フ
ァ
シ
ス
ト

=

中
的
な
色
彩
が
：
強い。

V.

.日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に.つ
い
て
み
た
場
合
、
こ
の
両
者
の.説
明
は
：そ
れ
ぞ
れ 

真
理
を
含
む
で
あ
ろ,5
。
だ
が
こ
の
ー
ー
つ
が
並
列
耽
置
さ
れ
れ
ば
、
や
.は
り
論 

理
の
混
乱
と
.な
ろ
う
o
"北
の
銃
殺
は
、
は
じ
，办.は
絶
対
主
義
驚
に
対
立
す
る
：
 

グヒッ
トラ
.

—

ま
が
い
"
か
.ら
説
明
さ
：れ
た.が
、
ぃ
こ
こ
で
は
ブ

ルジ
,'
H
r
的
な 

■も
の
に
敵
対
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
有
機
的
.に
把
握
す
る
た
め
に-は
、
> 中
間 

で
分
析
を
と
ど
め
る
べ
き
で
な
く
 

(

中
間
層
と
い
う
均
質
：な.集
0
は
#.
.东 

し
な
い)

、
:'
さ
ら
に
：そ
の
内
部
に
立
ち
入
っ
た
考
察
塞
要
と
す
る
。

そ
の
た
：
 

め
に
は
、.絶
対
主
義
的
な
機
構
を
か
：つ
ぎ
な
が
ら
も
急
速
に
進
展
し
た
、
日
本 

資
本
主
義
全
体
の
構
造
把
握
か
ら
出
発
せ
ね
ば
.な
ら
な
い
。
本
書
は
経
済
的
な
，
 

事
柄
に
多
く
の
注
意
を
払
：っ

V

い
る
け
れ
ど
も
、.：最
初
の
.プ
ァ
シ
X
ム
.
の

定

義 

，に
も
見
ら
れ
る
ょ
う
に
、
帝
国
主
義
と
フ
X

一シズ
ム
が
並
列
さ
れ

たりして、
 

そ
の
関
連
の
把
握
が
：頭
い
。
だ
が
ら
妻
的
な
説
明
は
ア
ク
：セ

f

リ
ー
と
な
プ

て
、
全
体
と
し
て
は
政
治
史
：と
い
ヶ
印
象
を
強
く
受
け
る
:°
斎
藤
内
閣
が
拳
国 

一
致
^
閣
.で
あ
？
；た

ゲc

七
七
頁)

、"近
衛
.塞
て
の
上
に
の
つ
て
い
た
り

(

一
 

,一
 

四
頁)

、
>

ル
>、ゾ
，ョ
ァ
ジ
ー
の
軍
隊
が
国
民
の
窜
隊
.
_で
ぁ
っ
た
り

(

二八 

頁
：*、

)

労
働
者
や
農
民
、
組
織
を
欠
い
た
：

 
一_般
庶
民Q
動

き

な

：ど

は

^

_

さ

れ
 

て
.い
る
か
の
ょ
う'で
^
る
A
ブ
ル
ジ
ノ
H
ア
ジ
ー
と 

一
.ロ
に1K.
つ
.て
も
、
そ
の
部 

門
、
規
摸
ち
&
佩
£
,ょ
つ
卞
フ
：ア'シ
ズ
ム
，のi

、
受
容
の
し
か
た
は
ま
ご
と 

. 

'
に
多
様
な
め
.で
、''
ど
の
ょ
う
な
層
が
、
：
ど
，办
ょ
う
な
理
由
で
、
，ど
の
ょ
う
な
手 

段
で
フ >

.

シ
ズ
.；
を
進
め
た
か
と
い
う
問
題
.は
多
く

 

の
研
究
に
残
さ
れ
て 

い
る
と
い
え
よ
うo

■.
.
.へ
さ
ら
I
慾
を
云
克
ば
、
：フ
デ
シ
ズ.ム
以
前
の
国
粋
主
義
、
；国
権
主
義
、

ナ
シ 

■
ョ
：ナ
リ
ズ
：.ム
>
.自
由
民
権
嚴
動
な
ど
と
の
づ
な
が
り
も
知
り
た
い
し
、
声
な
き 

.
庶
民

の

戦

慕

力

：
.の
社
会
心
理
学
的
な
考
察
、.反

フ
.T
シ
ズ
ム
目
#
^
、
さ
ら 

に
i

の
分
析
な
ど
も
著
者
に
期
待
し
た
い;0
本
書
は
丹
念
な
資
料
と
し
て
も 

貴
重
な
価
値
を
も
っ
て.い
る
め
.で
.、

昭
和
ニ
年
第
ー
―-
次

共

産

党

再

建

尖
IE」

 

■2
:
年

、

三
：
一
頁
>
:、
日

本

社

会

、壬

義

者

同

盟

：

?
>日
本
社
会
主
義
同
盟
、
ニ
ニ
、

-四
頁)

な
ど
.の
誤
植
が
惜
し
ま
れ
る;0
':
.

;

'(

.
(

河
出
書
房
新
社
、
入
：
5

,

‘
三
四
:0
頁
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六
.耳
^
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-
.
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四
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